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１．概要（Summary） 

PCR(ポリメラーゼ連鎖反応)等で増幅を行うことなく、

1分子のDNAから直接塩基配列を読み取る1分子DNA

シーケンサは、医療における遺伝子診断へ注目が高まっ

ていることから世界で活発に研究が進められている。その

中でナノポアを通過するイオン電流のコンダクタンス変化

によって電気的に DNA シーケンスを行う手法は、膜タン

パクのナノポアを用いることで塩基配列をシーケンス可能

なことが実証されている。しかし、脂質二重層に埋め込ま

れたタンパクナノポアは連続して長時間の測定を行うこと

ができず、固相ナノポアを用いたデバイスによるシーケン

サが求められている。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置 

 

【実験方法】 

① マイクロ流路のデザインパターンを描画。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

シリコン基板上に作製されるマイクロ流路と一体化した

ナノポアを形成するための、熱酸化膜による自立薄膜形

成と微細加工のために、ナノハブ共用拠点の設備を利用

してデバイス作製を行った。ナノポアシーケンス法はナノメ

ートルオーダーの孔に DNA を通す際のイオン電流の変

化を読み取り、DNA の塩基配列を決定する手法である。

本研究では、DNA の伸長・通過速度制御が可能なナノ

ピラー/横型ナノポア集積型シーケンサデバイスの作製の

ための、ナノピラーと横型ナノポア集積化プロセスを提案

した。 
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